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去る2月23日(金)に第31回運営委員会総会が、羽田本

社ビルにて開催されました。上程された議案は全て可

決され、第31期がスタートしました。

★第30期の活動報告

＜加入拡大について＞
荏原グループの業績が良くなってきたこともあり、新卒採用の人数

が増えてきました。特に荏原製作所は毎年100名を超える新入社員と、

多忙を極めている精密・電子事業Cの中途採用が目立っています。

しかし、2017年11月に残念ながら荏原金属が解散となってしまい、

パートを含め組織人員が大幅に減りました。荏原製作所に再雇用され

た方は、継続して加入できる仕組みを作り対応しましたが、再雇用さ

れなかった方に関しては純減となり、結果として組織人員では66名減

の4,445名となりました。

個人共済の拡大活動については、共済会設立30周年記念特別企画を

最大限に駆使しながら取り組みました。昨年の拡大月間の反省を踏ま

え、「社員の皆さんに拡大月間を周知する」ことに重きを置き、各事

業所でのビラ配りや職場配布、週刊荏原労働への掲載など、「拡大月

間を知らなかった」「30周年特別企画の内容を知らなかった」という

ことが無いように啓蒙活動に努めました。

その結果、2,606口（拡大目標の77％）となり、例年より多い拡大口

数となりました。その中でも、荏原金属さん、荏原風力機械さん、荏

原フィールドテックさんは拡大目標を達成しました。関係者各位の努

力に感謝するとともに、各団体に所属の会員の皆様のご理解に、厚く

御礼申し上げます。

＜給付額について＞
30期の給付総額は29期に比べて約1,600万円多くなりました。

組織共済は50万円多い1,010万円、個人共済は1,582万円多い4,859万

円となりました。件数に関してもどちらも増え、個人共済ではＡ型給

付が多かったのが、30期の給付の特徴でした。

＜基幹職昇格者の継続加入の取り組み＞
基幹職へ昇格されると、組合員・従業員会員資格を失いますが、個

人共済の加入は継続することが出来ます。年齢的にも一番保険を身近

に感じる基幹職層の取り込みは、共済会には無くてはならないもので

す。

30期は基幹職昇格者のうち69名が個人共済加入者で、昇格後も継続

して頂いた方は66名となりました。ほぼ全員に加入継続していただき、

この場を借りて感謝致します。

現基幹職の方で、共済に未加入の方はまだまだいらっしゃいますし、

共済会に加入できないと思っている方もいらっしゃいます。給付の内

訳を見ると、多くの基幹職の方にも給付していますので、是非、共済

会への加入の検討をお願いします！

共済ニュースは管理職を含む全従業員に配布していますホームページアドレス：http://www.ebarakyosai.jp/
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役職 氏名 団体 役職 氏名 団体

運営委員長 古川　央生 荏原風力機械 中嶋　俊雄 荏原合同

品田　亮 荏原合同 八巻　伸弥 荏原風力機械

松村　一歩 荏原合同 石田　光孝 荏原電産

山田　隼人 荏原フィールドテック 金子　悟 荏原フィールドテック

兼平　義治 水ing 片山　恵介 荏原冷熱システム

事務局長 古内　利和 荏原合同 府川　敏治 水ing

片山　恵介 荏原冷熱システム

濱田　丈正 荏原合同

副運営委員長

会計監査

団体代表者

＜30周年特別企画の報告及び進捗＞
約1,500万円の予算を取り、30周年特別対策を企画し実行してきまし

た。

★組織人員への記念品配布
2017年8月頃に、組織人員の皆さん全員に「三菱鉛筆社製 ジェット

ストリーム」（4色ボールペン＋シャープペンシル）を配布しました。

複数名からとても書きやすいと好評を頂いていますので、まだ開封し

ていない方がいらっしゃいましたら、是非ご活用ください。

★宿泊ペアチケットプレゼント
地方拠点の方も気軽に応募出来る企画として、宿泊ペアチケットプ

レゼントを企画し、600件を超える応募がありました。厳正なる抽選を

行い、153組の方が当選されました。当選者には予約方法や宿泊期間を

明記したレターを送付しました。落選された方には、大変申し訳あり

ません。31期も皆さんに喜んで頂けるような企画を検討していきます

ので、引き続き共済会を宜しくお願いします。

現在まで数名の方しか宿泊予約の申し込みがありませ

ん。いずれも人気の高い宿ばかりなので、希望日通りに

旅行を計画するのであれば、早めの予約をおススメしま

す。

＜31期活動方針＞
30周年特別企画程の拡大特典が付けられない31期の活

動は、30期の反動が来る恐れがあります。そうならない

ために、より一層、拡大活動に力を入れていく必要があ

ります。組織人員5,000名（現在4,445名）、個人共済加

入率60％（現在44％）を目指して、草の根的な取り組みを大事にしな

がら啓蒙活動に努め、大きな拡大に繋げていきます。皆さんのご理解・

ご協力を宜しくお願いします。

第31回運営委員会総会にて、2017年度の剰余金処分方法を審議しま

した。結果、共済還元金は2,500万円となり、この金額を個人共済会員

の皆さんの月掛け金に応じて配分します。

今年の還元率は、年間掛金合計の31.5％となりました。
3月の給与にて「共済還元金」の項目で振り込まれます。3月下旬に

お配りする証書にも金額が記されていますので、合わせてご確認くだ

さい。

遺族年金共済「おひさま」の配当金は2月給与にて振り込みました。

年間掛金の約38％が還元されていますので、こちらもご確認ください。

会員の皆さんが健康であれば、給付額が少なくなり還元できる金額

が多くなります。今年1年も「健康第一」で行きましょう！！！

NO.1232018年3月19日

共済還元金を支給します！


